
受理
番号 質問者 主な質問項目

１．観光振興と道の駅について

　　　朝ドラの効果を生かす観光振興の取り組みと道の駅・公園・おもちゃ美術館の運営等について。

２．マイナンバーカードの活用と窓口業務の効率化について

　　　マイナンバーカードの普及率と現状。コンビニエンスストアでの証明書の発行について。

　　　「書かない窓口」の取り組みについて。

３．帯状疱疹ワクチン接種に対する助成について

　　　加齢とともに発症のリスクが高まり、中高年に多いとされている、帯状疱疹の予防への

　　　ワクチン接種に対して助成を行う取り組みについて。

1．新文化拠点について

　　　館長及び職員態勢について。

　　　本などの購入に関して。

　　　本の混配について。

　　　物作りの体験できる場を。

　　　発明ラボの今後は。

２．牧野顕彰事業について

　　　生誕祭の目的は。

　　　その成果と課題。

　　　花もりクラブについて。

　　　観光振興と共に産業振興の視点を。

　　　持続可能なシステム作り。

３．高校生までの医療費無料化を

　　　高校生までの人口の変遷。

　　　無料化実施を。

１．子育て支援について

　　　高校生までの医療費無料化の具体化を求める。

　　　国保での子ども均等割の軽減を求める。

　　　子どもの生活実態と対応等について。

２．新産廃建設に関わって

　　　工事の進捗状況等について。

　　　施設本体の工事等について。

３．マイナ保険証について

　　　マイナンバーとカードの法的な規制の違いなど。

　　　現在の保険証の使用期限等について。

　　　マイナ保険証の発行等について。

４．コロナ感染対策について

　　　５類への移行による医療の公的支援の対応等について。

５．行政報告について

　　　報告の内容等について。

１．自治体DＸについて

　　　キャッシュレス決済について。

　　　ハンコレス化について。

２．空き家対策について

　　　空き家対策の現状について。

　　　佐川町の今後の対策について。
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１．多様化する業務内容に適応した人員配置の考え方について

　　　日々多様化する業務内容や大型事業の推進に伴う人員配置は適正なのか、職務上

　　　あってはならないミスを起こさない体制づくり、やるべき時に実行できる業務体制を確立

　　　するべきではないか。

２．町内大型事業への地元事業者参入状況並びに育成方針について

　　　町内で実施される大型事業への町内事業者の参入状況について、今後における

　　　町内事業者の育成方針について問う。

３．適正な土地利用に向けた町の考え方について

　　　将来の佐川町を見据えた土地利用計画を立て、地域に見合ったゾーニングを行うべきだ。

　　　様々な法規制がある中で総合的な計画を立てるべきだと考えるがどうか。

　　　町の考え方について問う。

１．開かれた議会づくりを

　　　議員のなり手不足と報酬、どう活性化するか。政治に党派超え興味を持ってもらうには。

２．死亡時の窓口について

　　　家族が亡くなった場合、行政窓口で手続きする必要があるが、高知市では「おくやみ窓口」と

　　　いう一元簡略化する動きがあるが、検討の余地は。

３．当町への観光客の来訪に向けて

　　　台湾と高知間のツアー誘致。

　　　松尾城跡の遺構の検討。

　　　牧野富太郎の朝ドラ効果を。

　　　　牧野博士祖母の墓所。

　　　　案内標識のその後。

　　　　佐川高校に新しい学科創設に向けて。

１．住民参加型の町政運営を

　　　町長住民懇談会の定期開催を。

　　　投票率を上げるための町独自の取り組み、教育を。

２．デジタル化に向けて

　　　DＸが導入された分野の活用周知を（説明会、H P、広報などによる）。

３．住宅耐震化事業について

　　　住宅耐震化事業の利用状況は。

　　　更なる事業の促進に向けた制度の拡充を。

１．農業新規就農支援について

　　　就農実績人数・（作物別）（総合計）。

　　　就農までの過程と就農計画。

　　　就農後の経営指導及び栽培指導。

　　　就農後に離農事例の有無（ある場合は、原因など）。

　　　就農に際してコスト高の影響は。

　　　地域の農業経営の現状と就農での課題。

　　　今後の新規就農に対する考え方や支援計画。

２．道の駅農産物直販に関して

　　　目指す生産販売体制の仕組みについて。

　　　受け入れ態勢について。

　　　取り扱い手数料は。

　　　地域の農産物を多く栽培し出荷するためのアイデアやこれからの計画は。

　　　販売状況を知らせる手段について。

　　　残品の取り扱いについて。

5 下川芳樹

6 宮﨑知惠子

7 岡林哲司

8 田村幸生


